
2－2　三陸はるか沖の地震活動（1991年12月および1992年1月）

Seismic　Activity　in　the　Region　far　E.off　Sanriku

(December,1991 and　January,1992)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仙台管区気象台

　　　　　　　　　　　　　　Sendai　District　Meteorological　Observatory,JMA

1　地震活動の概要

①1991年12月4日～12月25日：

　　4日23時20分頃，三陸はるか沖にある日本海溝最深部近傍（A海域：38°30’N～39°00’N，

　144°00’E～144°50’E）で，M4.0の地震が発生した。以後，同海域で最大規模（M）4.4とす

　る小地震（M4.2未満）の活動がやや活発となった。4日23時00分～25日24時00分までに地震発

　生回数は108回（大船渡76型地震計記録による）を数えたが，気象官署ではいずれも無感であっ

　た。

②　1992年1月1日～1月5日：

　　1日00時53分頃，A海域の北西約100km（B海域：39°00’N～39°30’N，143°30”E～144°0

　0’E）で，M2.9の地震が発生した。以後，最大規模（M）4.8とする小地震（M4.2未満）が，

　　5日までに14回（大船渡76型地震計記録による）を数えたが，気象官署ではいずれも無感で

　あった。

　　第1図に三陸はるか沖の震央分布図（1991.12.4～1992.1.5）を，第2図に同期間における

　大船渡76型地震計による地震回数，第2’図に時空間分布とM－T図を示す。また，第3図に三

　陸はるか沖の震央分布図（1980.1.1～1992.1.5，M≧3.5），同期間の時空間分布図およびM－

　T図を示す。

2．三陸はるか沖における過去の地震活動

　三陸はるか沖（東経143°以東）では，過去M7～8クラスの大規模な地震が数多く発生し，三

陸沿岸一帯には大津波が来襲し甚大な被害をもたらした。

　第1表に三陸はるか沖（東経143°以東）における過去の主な被害および津波地震の概要

（1926.1.1～1991.12.3）を，第4図に同期間における被害および津波地震の震央分布図を示す。図

および表の各地震に付した番号は，発生年代順に付した地震番号でそれぞれに対応する。

　第5図に三陸はるか沖とその周辺のM≧6.0の震央分布図（1926.1.1～1991.12.3）を示す。
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第1図　三陸はるか沖（東経143°以東）における過去の主な地震活動

　（1926.1.1～1991.12.3の被害および津波地震）

Table 1 Seismic　activity　in　the　region　far　E.off　sanriku.

　　　 (Damage ＆ tsunami　earthquakes,January 1,1926 - December 3,1991)
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第1図　三陸はるか沖の震央分布図（1991.12.4～1992.1.5）

Fig.1 Epicentral　distribution　in　the　region　far　E.off　Sanriku.

(December 4,1991 - January 5,1992)
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第2図

Fig.2

三陸はるか沖の地震回数（1991.12.4～1992.1.5）

Number　of earthquakes　in　the　region　far　E.off　Sanriku.

(December 4,1991 - January 5,1992)
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第2’図 三陸はるか沖の地震活動（1991.12.4～1992.1.5）

（1）：時空間分布図　（2）：M－T図

Fig.2' Seismic　activity　in　the　region　far　E.off Sanriku.

　　　(December 4,1991 - January 5,1992)

　　　(1):Space-time　plot,(2):M-T　diagram.
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第3図  三陸はるか沖の地震活動（1980.1.1～1992.1.5.M≧3.5）

（1）：震源分布図　（2）：時空間分布図　（3）：M－T図

Fig.3　Seismic　activity　in　the　region　far　E.off　Sanriku.

　　　(January 1,1980 - January 5,1992 M≧3.5)
　　　(1):Hypocentral　distribution,(2):Space-time　plot,(3):M-T diagram,
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第3図　つづき

Fig.3(Continued)
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第4図　三陸はるか沖（東経143°以東）における過去の主な地震活動

　　　　（1926.1.1～1991.12.3の被害および津波地震）

Fig.4　Seismic　activity　in　the　region　far　E.off　Sanriku.
　　　(Damage&tsunami　earthquakes,January 1,1926 - December 3,1991).

第5図 三陸はるか沖とその周辺のM≧6.0の震央分布図

（1926.1.1～1991.12.3）

Fig.5　EpicentraI　distribution　in　and　near　the　region　far　E.　off　Sanriku(M≧6.0).

　　　(January 1,1926 - December 3,1991)
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